
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 恵那市立飯地小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２２日（土） 

 

実 施 概 要 

  
 ・いいじっ子発表会（学習発表会） 
 
 ・ＰＴＡ家庭教育学級「おにぎりの日」 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   約 ３０人（２３軒）  

 

 

計 約 １００人  

地域関係者 約 ７０人  

 
実 施 状 況 

〇「いいじっ子発表会」では、これまでの学習の成果を劇やプレゼンテー

ションや演奏などの形態で、家族や地域の方（一般家庭や独居老人な

ど）に発表した。全校合唱も披露した。 

低学年は音楽の「ないたあかおに」を劇化し、できるようになったこ

と（一輪車・九九・漢字など）を交えて披露した。中学年は総合的な

学習の時間に地域の文化歴史について調べた民話「観音平の石棒」と

題して、地域の方言を発表した。高学年は総合的な学習の時間で「飯

地の伝統」を調べ、飯地太鼓やダンスで発表した。 

事前には、独居老人や祖父母などへ招待状を出した。 

当日は、受付や写真撮影などをＰＴＡの方に協力いただいた。 

○「いいじっ子発表会」の昼食は、ＰＴＡ家庭教育学級「おにぎりの

 日」を行った。児童は朝、自分の分のおにぎりを握り登校した。各

 家庭の取り組みの様子は、後日写真や絵と感想を交えて所定の用紙

 で提出していただき、３学期のＰＴＡ参観日に見ていただき交流す

 ることにした。 

 
成果及び課題 

（成果） 

子どもたちは日頃の学習の成果を、劇やプレゼンテーションや演奏を通

して堂々と自信を持って表現することができた。発表会は、保護者や家

族、地域の方に多く参観していただき、学校の教育活動の理解となった。 

また、地域理解や文化伝承について子どもたちが学習していくきっかけ

づくりとして、この行事が有効であった。 

（参観者感想） 

 毎年、楽しみに参観させていただいていますが、今年の発表もすばらし

いものでした。地域のよさや歴史について子どもたちが学習し、教科の

学習も交えていろいろな方法で発表できており、ほほえましく見せても

らいました。また、どの子も堂々と話し活躍する場があって感心しまし

た。飯地の子どもたちのすばらしさを痛感できた発表会でした。 
 


